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第３回北⼾⽥駅周辺の未来を考える
まちづくりワークショップの結果
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第３回ワークショップの開催概要
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第３回ワークショップ開催概要

テーマ︓北⼾⽥駅周辺でどんなまちづくりができるかな︖
〜これからの駅前・駅周辺のまちづくりをみんなで企画しよう︕〜

ワーク
社会実験につな
がるアイデアを考

える

公園や⾼架下、笹⽬川などの各エリアのアクションプランや、取組イメージを参考にしな
がら、「社会実験に向けたアイデア」と、エリア同⼠をつなげて回遊性を⾼める⼯夫につ
いて考える。
これからの駅前・駅周辺のまちづくりを企画し、今後の社会実験に向けて、各エリア同⼠
が連携したウォーカブル空間形成に向けた⽅策を考えていく。

• 第1回〜第2回ワークショップの参加者を基本に、⼀般公募による⼾⽥市⺠に加えて、地元の若⼿の事業者や⼾⽥
市商⼯会、芦原町会など、地元に根差した組織の⽅々にご参加いただいた。

• 参加者は計31名であり、4チームに分け、最初に第2回ワークショップの振り返り、将来ビジョン（案）の説明を⾏った
後、第2回ワークショップの成果を踏まえた社会実験につながるアクションについて、様々な切り⼝で議論を⾏うワーク
ショップを開催した。
開催⽇時

令和6年2⽉3⽇（⼟）9時30分〜12時00分

内容
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第３回ワークショップ開催の様⼦
• 第2回ワークショップのアイディア出しを踏まえて、将来ビジョン（案）で描いた公園や⾼架下、笹⽬川などの各エリア同
⼠が連携したウォーカブル空間形成に向けた社会実験のアイデアを考えるワーキングを⾏った。

ワーキング「これからの駅前・駅周辺のまちづくりをみんなで企画しよう︕」の様⼦
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第３回ワークショップのまとめ
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グループワーク「社会実験のアイデアを考える」の結果（１班）
• 各チーム毎にワークシートを基に、将来ビジョン（案）で描いた公園や⾼架下、笹⽬川などの各エリアの取組の実現に
向けて必要な社会実験のアイデアを考えた。最後に検討結果とともに全体に向けて発表を⾏った。
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グループワーク「社会実験のアイデアを考える」の結果（２班）
• 各チーム毎にワークシートを基に、将来ビジョン（案）で描いた公園や⾼架下、笹⽬川などの各エリアの取組の実現に
向けて必要な社会実験のアイデアを考えた。最後に検討結果とともに全体に向けて発表を⾏った。
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グループワーク「社会実験のアイデアを考える」の結果（３班）
• 各チーム毎にワークシートを基に、将来ビジョン（案）で描いた公園や⾼架下、笹⽬川などの各エリアの取組の実現に
向けて必要な社会実験のアイデアを考えた。最後に検討結果とともに全体に向けて発表を⾏った。
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グループワーク「社会実験のアイデアを考える」の結果（４班）
• 各チーム毎にワークシートを基に、将来ビジョン（案）で描いた公園や⾼架下、笹⽬川などの各エリアの取組の実現に
向けて必要な社会実験のアイデアを考えた。最後に検討結果とともに全体に向けて発表を⾏った。
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グループワーク「社会実験のアイデアを考える」の取りまとめ（駅前・交流広場、⾼架下）
• 駅前・交流広場では、昼夜関わらずいつでも滞在できる空間やわざわざ⾏きたくなるような⽬的づくりのため、飲⾷系の事業展開や
地域資源を活⽤したイベント実施、親⼦連れでも楽しめるようなアイデアが得られた。

• 交流広場では、地域との協働によるデザインやアイデア募集による愛着のある空間づくりや市⺠参画といったアイデアが得られた。
• ⾼架下が有する⼤空間のポテンシャルに着⽬したイベント実施により、多様なターゲット層が北⼾⽥駅を訪れ、賑わいと交流を創出さ
せていくためのアイデアが得られた。

駅前
交流広場

エリア アイデア 具体的な取組内容 社会実験による効果

 夜まで営業する店舗や居場所を
作る

• ⼤⼈/若者/眠りたい市⺠を適切にゾーニング
• クリスマスマーケットのような夜に楽しいイベント実施
• 夜しか集まれない交流の場づくり

• 終電を逃しても過ごす場所ができる
• ⾚ちゃんが夜泣きしても⾏ける場所ができる
• 防犯意識が⾼まる

 交流広場と多世代が集まるにぎわ
いの空間づくり

• 芝⽣、ドッグラン、プロムナードに桜を植える
• 空き家や店舗の活⽤やキッチンカーによる⾷の提供
• パラソルなどによる⽇陰の確保
• 防災⽤と兼⽤に備品を準備（ベンチ・テーブル等）
• ⼦ども⾒守りスペースを設ける
• ママが活躍できるシェアキッチンスペースを整備

• 笹⽬、美⼥⽊などの町会・おやじ会の⽅々も
集めて、つながる活動の場ができる

• 地域の⽅が道路などの美化活動が活性化、
美化活動をコンテスト化

• ⾃⾝が好きなことにチャレンジできる、⾃⼰実
現につながる

 ⼦ども達が主役のイベント実施
• ⼦どもが主体となって「何がやりたいか︖」を考え、⼤
⼈がそれを⽀える

• ⼦どもが飲⾷業の体験ができる

• ⼾⽥に移住してみたくなるきっかけとなる
• ⼦ども達の⾃主性を育むことができる
• 「⼦ども」をフックにすることで親世代が参画する

 お菓⼦を配るハロウィンイベントの
開催

• 仮装した⼦どもと親が各エリアでお菓⼦を配る • お店の商品のPRにつながる
• 歩くことで健康につながる

 みんなでつくろう︕駅前・交流広場
• デザイン・設計の段階から市⺠が関わる
• 名前の公募、設置したい遊具、椅⼦のデザイン
• 植えたい⽊、花を植える、アートのタイルを作る

• 市内の⼩中⾼学校に協⼒してもらいデザイン、
アイデアを集め駅前広場の開発に係ることで
街への愛着、関⼼を⾼める

 巨⼤スクリーンでリアル体験
 ⾼架下でお泊り体験（キャンプ）
 ナイトタイムエコノミーの活性化

• Eスポーツ、映画鑑賞、試合観戦等⼤スクリーンを設
置して迫⼒ある体験

• 芝⽣スペースを設けてキャンプ

• ⾼架下の⾼さや屋根を利⽤することで、天候
に左右されない臨場感あふれる体験ができる

• 週末夜は⼾⽥市で遊ぶという⽂化を作る
• 消費活動の活発化

⾼架下
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グループワーク「社会実験のアイデアを考える」の取りまとめ（公園、笹⽬川、道路）
• 公園では、駅周辺に点在する各公園との連携を図りながら、⾯的な活⽤という視点のもと、⽂化活動からスポーツ、飲⾷までイベン
トに限らず多様な形態での活⽤を促すアイデアが得られた。また、災害時の活⽤にも配慮することも挙げられた。

• 笹⽬川では、⼈の往来が多い笹⽬川沿いのプロムナード空間のポテンシャルに着⽬した回遊性を⽣み出すことや⽔辺周辺の環境美
化につながるアイデアが得られた。

• 道路では、植樹イベントやイルミネーションによる空間演出を地域住⺠と協働で実施することで、各エリアをつなげるための機能強化を
図るアイデアが得られた。

公園

エリア アイデア 具体的な取組内容 社会実験による効果

 巨⼤空間としての公園利⽤による
様々なイベントの実施

• 点在する公園でパフォーマー、アート・⾳楽、盆踊り
（構内会、⼦供会）を同時開催する

• キッチンカーや屋台も設置してより⼈を集める

• ⼤道芸、アート、盆踊りが表現できる
• 世代間の交流活性化、顔⾒知りになることで
防犯にもつながる

 もっと⾃由に遊べる2号公園の活
⽤

• ドッグランイベントを実施
• 受⽔槽を設置するなど防災拠点としても活⽤
• 植樹など体験学習コンテンツも展開する

• 暮らしやすく、集まりやすくなる
• 多様な遊びができる
• 災害時に役⽴つ
• 様々な体験を通して学び/知識が得られる

 様々なスポーツ体験ができる公園
• ソフトボール、野球、バスケットボール、サッカー、テニス、
ダンス、ロック／スポーツクライミングなどが楽しめる公園

• 健康なまちづくりやスポーツの活性化
• スポーツセンターの活⽤促進

 笹⽬川ゴミマラソン
• 駅前〜笹⽬川周辺でゴミ拾いイベントを実施し、拾っ
たゴミの量を競うイベントを地域の⼦ども達・⼈々を巻
き込みながら⾏う

• 拾ったごみの量を競うイベントを実施することで、
川周辺エリアを⾝近に環境の話題にも気づい
てもらうことで、将来の憩いの空間づくりにつな
げる

 星空映画館
• 夜の⽔辺が有する暗闇の中で⼤きなスクリーンに映
画を投影する

• キッチンカーを設置し、⾵・緑を感じながら憩える場所
づくり

• 地元住⺠の交流
• 周辺の駅への認知

 道路空間をオシャレにする
• 四季に合わせた⽊や花を植え、ライトアップすることで
⼀年を通じてオシャレさを出す

• 情報発信し、発展の過程を⾒せる
• ベンチを⼩学⽣と協働で作成する

• 北⼾⽥駅前で降りたくなる
• 多世代が集まる ワクワクする空間つくりにつな
がる

笹⽬川

道路
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グループワーク「社会実験のアイデアを考える」の取りまとめ（エリア全体）
• エリア全体を対象としたアイデアとしては、イベント等を通じてエリア全体を歩きたくなるような仕掛けを設け、周遊・回遊性を⾼めること
や、エリア全体のデザインに統⼀感を持たせることで、居⼼地の良い空間づくりを⽬指していくアイデアが得られた。

• ソフト⾯を強化したエリアマネジメントの視点やコミュニティ、シビックプライドの醸成についても盛り込まれており、⻑期を⾒据えたまち
づくりの展開についても挙げられた。

エリア
全体

エリア アイデア 具体的な取組内容 社会実験による効果

 各エリアで芝⽣や⽊陰花が咲く⽊、
実がなる⽊など緑豊かな空間をつ
くる

• 様々なコンセプトの緑化を実施することで、多様な場
を形成し、豊かな空間を感じてもらう

• 芝、遊具などのストリートファニチャーの設置
• 将来的にはプロムナードから各エリアに対象を広げ、

エリア全体が緑かな、まち全体のパブリックスペースが
庭のように感じられるような空間づくり

• 定期的にマルシェなどのイベントを実施し、出店料な
どを緑の整備、管理費等に充てる

• 植栽の設置は地域みんなで⾏い、みんなでつくり上
げていくことで、愛着が持てる場所にする

• 移動のみの空間となっていたプロムナードを、
様々なアクティビティが実施できる場とすること
で⼦どもから⼤⼈まで楽しめる場となる

• 緑豊かなエリアイメージを定着させることで、⾼
質な駅前エリアというブランディングにつながるこ
とも期待できる

 街中の回遊性を⾼める（各エリア
を巡るスタンプラリー、ウォーキング
イベントの実施）

• まちなかアート（定期的に変わる）の設置
• QRコードの読み取りによるアートの表⽰やポイント獲
得

• ⾊々なお店を周ることで貯まるお得なシステム導⼊

• 世代は問わず、街を歩く楽しみが増すことで適
度な運動にもなり健康にもつながる

 テーマを決めてデザインし、エリアご
とに⾊を変えた統⼀感のあるまち
（テーマパークのようなまち）

• 統⼀感のあるデザイン、⾊（歩道のブロック、イルミ
ネーション、キャラクター）

• ⼦どもの描いた絵をブロックにして敷きつめる

• まちに統⼀感が⽣まれることで街並みが良くな
る

• 昼だけでなくイルミネーションで夜間もにぎわい
を演出し賑わい創出を促す

 ⼾⽥市ゆかりの謎解きイベントの
開催

• ⼾⽥市ゆかりのクイズを考え、関係者（主催者、コン
テンツ提供者（地域））との調整を⾏う

• イベントのPRを実施

• ⼾⽥の魅⼒、愛着を醸成するきっかけとなる
• 主に若年層（⼤学⽣）、新規住⺠と地域
住⺠との交流を促進するとともに地域をより深
く知ってもらうことで市への愛着醸成及びコミュ
ニティ形成を⽬指す



12

各エリアをつなげるための⼯夫について
• 社会実験が1つのエリアで終始せず、各エリアへの賑わいや⼈の流れを波及することが、真のウォーカブル空間構築においては重要となる。
• 各エリアをつなぎ、連携するための⽅策について、バリアフリー化や緑化、ライトアップ等による歩⾏環境の改善を図り空間の質を⾼め
ることや、イベントは単発ではなく、エリア別に同時多発的に実施することで賑わいや回遊性の相乗効果が図られるといったハード⾯・ソ
フト⾯の双⽅からアイデアを得た。

公園公園

駅前
交流広場
駅前

交流広場

笹⽬川笹⽬川

⾼架下⾼架下 道路道路

 道路空間にも笹⽬川プロムナードや各エ
リアと連続した緑を配置し、歩きたくなる
ような道づくりとする

 駅前・交流広場だけでなく、
各エリアでも同時多発的に物
販販売やイベントを実施する

 歩道の段差をなくすなどバリアフリー化
することで移動しやすくする

 道路の緑を⾃らで管理しながら、桜並
⽊や花で動線を演出・つなげる

 笹⽬川、⾼架、公園まで連絡通
路でつなげることで安全に移動で
きるようにする

 イルミネーションで動線を明るく彩ること
で歩きたくなる仕掛けづくり

 駅前から他エリアまでの道を歩
⾏者天国（週末限定）にする

各エリアが連携した
ウォーカブル空間の構築
各エリアが連携した

ウォーカブル空間の構築
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社会実験の実施に必要な⽀援等について
• 最後に、企画した社会実験の実施に際し、必要となる⽀援等について、ヒト/モノ/カネの観点から具体的な要望を得た。
• ⼈材や資⾦⾯、⾏政への許可申請まで多様に渡るため、これらについては、官・⺠による丁寧な対話のもと、適切な役割分担により地
域で活躍されるプレイヤーが参画しやすい環境を構築していくことが肝要である。

 企画者
 飲⾷・物販等の出店者
 運営・管理者
 ⼈材・資⾦⾯で協⼒してくれる企
業

 地域住⺠、市内の⼩中⾼⽣、⼦ど
も達

等

ヒト モノ カネ

 スクリーン、スピーカー、芝⽣、⽊、
花、ストリートファニチャー、飲⾷物
品等の必要な物品

 活動できる枠組み、運⽤システム、
ルール

 広報・情報発信のためのwebサイ
ト

 ゆっくりすごせる環境、照明
 過去のイベント開催時の来場者数
や売上、コスト等のデータ

等

 ⼈材や資⾦⾯に関する市の補助
制度

 イベントの出展料の減免
 物品・備品等の初期投資に関する
補助

 ⼿続きの簡素化、⽀援
等
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今後の進め⽅
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今後の進め⽅
• 今年度でワークショップは終了となるが、次年度以降もウォーカブルなまちづくりを進めていくための羅針盤となる将来ビジョン（案）の実
現に向けて、地域住⺠・事業者・⾏政との連携による推進体制について検討するとともに、社会実験に向けた計画を⽴案し、エリアご
との位置づけやそれらをつなぐ⽅策を検討していく。

• 次年度以降は、ワークショップからより具体的に検討する体制に移⾏していくとともに、（仮称）まちづくりラボ準備会を設けることで、
継続的な意⾒交換・協働によるまちづくりを進めていく。

まちづくりワークショップ

１１

２

３

• 課題の抽出
• 駅前・駅周辺の使い⽅

• 駅前・駅周辺の将来像
• 将来像実現のためのアクション

• 駅前・駅周辺における
社会実験の企画

• 継続的な意⾒交換
• 勉強会 等

（仮称）まちづくりラボの設⽴
による主体的な活動実施

（仮称）まちづくりラボの設⽴
による主体的な活動実施

• 社会実験の実施
• 社会実験の検討
• 担い⼿/組織検討 等

（仮称）まちづくりラボ準備会

令和5年度 令和6年度〜令和7年度

将来ビジョンの完成


